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1.　は　じ　め　に

　住居とは「人のすみか。すまい。」1）であり，高等学校
家庭科指導資料集では「住居は家族と家族生活を含む器
であり，身を守るシェルターとしての役割，家庭生活の
場（育児，食事，団らん，もてなしなど）としての役割，
個人発達の場としての役割がある。」2）と述べられている。
小学校では雨や風，暑さや寒さなどの過酷な自然環境か
ら人々を守る機能などについて学習し，中学校ではこれ
らのことに加え，心身の安らぎや健康を維持する働き，
子どもが育つ基盤などの機能について学ぶ3）。加えて，よ
り良い生活を営むために，衣食住や消費などに関係する
生活事象を健康や快適，持続可能な社会の構築などの視
点で捉え，工夫することが求められている。我々の暮ら
しを快適にしているものの 1つに電気製品があると考え
られる。電気製品とは，電気を利用した器具のことで電
気器具と同じ意味を持つ4）。また，テレビや掃除機など
の家庭用の電気製品は，家電製品とも呼ばれる。現在で
は家電製品は日常生活に欠かせないものであると考えら
れ，IoT（Internet of Thingsの略称）技術が使用されて
いるものや AI（Artificial Intelligenceの略称：人工知能）
が搭載されているものなどもある。このような家電製品
は，使用状況や設置空間である室内の情報などを可視化
している。可視化される情報は家電製品の機能ごとに
様々であり，その表現方法も多様である。
　住居は日差しや雨などによって日々損傷していく。外
壁の点検整備は梅雨や台風などのシーズン前に行い，修
理は 1年から 3年ごとに行うことで住居の寿命がのばせ
ると述べられている5）。また，室内であっても，湿気や
乾燥などが原因で壁紙が剥がれるなどの問題が起こる。
加えて，家電製品や家具などと壁の隙間には埃がたまり
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やすく，ダニやカビの発生源になる。適切な対処を行わ
なければ，大規模な修理をしなければならないことや，
住まいを失う可能性がある。これらのことから，住宅の
点検整備や現状などの情報を，家電製品の可視化のよう
にユーザが閲覧できるとよいと考える。そのため，本論
文では，一般的な家電製品の可視化について調査する。
さらに，住居の点検整備や現状などの情報を閲覧する方
法についても考察する。

2.　一般的な家電製品の選定

　家電製品の機能やサイズはさまざまである。消費者庁
では，家庭用の電気機械器具を「エアコンディショナー」
や「テレビジョン受信機」など17項目に分類している6）。
経済産業省は，商品の分類として「ビジュアル家電」や
「オーディオ家電」を含む「AV家電」，「情報家電本体」
や「情報家電周辺機器」を含む「情報家電」など 6項目
をあげている7）。さらに，一般財団法人家電製品協会は
「電気冷蔵庫」や「電気洗濯機」などを含む「電気機器」，
「カラーテレビ」や「DVD」などを含む「映像・音響機
器」など 6項目に分けている8）。加えて，一般社団法人
日本電機工業会では「電気冷蔵庫」や「電気掃除機」な
ど21項目（スマートホーム及びハイパワー家電を除く9））
に分類している10）。また，パソコンやドライヤーなどは
小型家電とも呼ばれている。このように家電製品の分類
から，一般的な家電製品を示すことは難しい。
　家電製品の可視化には，省エネや節電などを目的にし
たものがある。家庭における消費電力量が大きい家電製
品には，様々な可視化が行われていると考えられる。そ
のため，消費電力が多い家電製品を調査する。家庭が消
費するエネルギー源をみると，1990年度以降，数値の算
出方法が変更されているものの，1965年度では世帯当た
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り17,545MJであり，そのうち（石炭：35.3％）が最も多
く，次に（電気：22.8％），（灯油：15.1％）であった11）。
2020年度では世帯当たり32,061MJに増加し，（電気：
49.9％）が最多になり，次に（都市ガス：22.7％），（灯
油：16.2％）の順であった。さらに，世帯当たりのエネ
ルギー用途をみると1965年度では（暖房：39.9％）が最
多であり，次に（給湯：25.8％），（厨房：17.6％）で
あった。2020年度において最も割合が高かったのは（動
力・照明他：34.0％）であり，次に（給湯：27.8％），
（暖房：25.1％）と続いた。電気の使用量が増加した理由
に，エアコンなど新しい家電製品の普及や多機能化，
オール電化住宅の普及拡大などがあげられている。加え
て，全国地球温暖化防止活動推進センターは家庭におけ
る消費電力量について，（エアコン：14.7％）が最も多
く，次に（冷蔵庫：14.3％），（照明：13.5％）であると
述べている12）。これら 3点の家電製品は普及しており，
消費電力量の割合が多く，省エネなどを目的とした可視
化が行われていると考えた。これらのことから，本論文
では照明，冷蔵庫，エアコンを一般的な家電製品とし，
調査を行う。
　可視化とは，「目に見えるようにすること。映像などで
示すこと。」13）である。また，家電製品などでは見える化
という名称がよく使用されている。横野ら14）は科学技術
の世界では可視化と見える化は同じものであるとしなが
ら，『世の中では，「見える化」は問題を見えるように工
夫し，問題を理解してその解決を図ることを意味してい
る。』と述べている。本論文における家電製品の可視化と
は，家電製品の使用状況や家電製品が取得した情報を目
に見える形で表現していることをいう。

3.1.　照明における普及と可視化

　我が国では，1882年に東京都中央区銀座において電灯
（アーク灯）の点灯デモンストレーションが行われた15）。
これは電気が初めて大勢の市民の前で使用された出来事
であったと述べられている。1887年には東京電燈株式会
社（現：東京電力ホールディングス株式会社）の一般供
給用発電所が建設された。当時は光度の単位として「燭
光」や「燭力」が用いられ，光度と使用時間帯によって
電気料金が異なっていた16）。契約は電灯ごとに行われ，
1890年ごろ10燭光の電灯を日暮れから深夜12時まで使用
する場合， 1ヵ月で 1円の料金であった。地域によって
異なるが，都会の公立小学校教員の初任給が 5円の時代
であったことから，大変高額であったといえる。現在の
ように，一般家庭の廊下やトイレまで照明が設置される
ようになったのは1950年以降のことだと述べられてい
る17）。
　現在では様々な照明があり，居間や玄関などの空間に
よって使い分けがなされている。パイロットスイッチと
呼ばれるスイッチは，照明が使用されているときは通常

のスイッチと見た目が同じだが，照明が使用されていな
いときはスイッチに取り付けられている小さなランプが
点灯する。このようなスイッチを使用することで，トイ
レや浴室のようにスイッチが室外に設置されている場合，
ランプによって照明の使用状態が確認できることや，暗
い部屋の中でもスイッチの設置場所が分かる。さらに，
リモコンでの操作が可能な照明もあり，電源のオン・オ
フの操作だけでなく，光の明るさや色の調節なども可能
である。このような設定が可能なリモコンには小さな液
晶画面が付いており，調光や調色の設定のために，調整
バーや積み上げグラフのような目盛りを用いて，情報を
可視化している。加えて，タイマーが内蔵されているも
のもあり，消灯や点灯の時間を指定するために，デジタ
ル時計で使用されているような数字の表示が用いられて
いる。これらの表示は黒のみであり，その理由は液晶画
面が小さいことから視認性を高めるためや，一度設定を
行うとその後液晶画面を見る機会が少なくなるためだと
考えられる。
　また，スマートフォンや iPadなどにアプリケーション
（以降，アプリと表記する）をインストールすることによ
り，インターネットを通じて外出中に使用状況を確認す
ることや操作などが行える。このような照明は，スマー
ト電球や IoT電球などと呼ばれている。IoT とは，IT機
器以外のものがインターネットを介して相互に接続され
ているシステムのことである18）。そのような照明には，
当日の天気情報を照明の色で伝える通知機能や，遠隔地
に暮らしている家族の使用状況をスマートフォンなどで
受け取ることができる見守り機能などを持ったものがあ
る19,20）。スマートフォンを用いて点灯や消灯の確認や操
作を行う際，照明を意味する電球のアイコンや，電源の
オン・オフの切り替えを表現しているボタンなどを用い
た可視化が行われている。加えて，調光や調色などは，
ディスプレイ上でフルカラーの色見本を見ながら直感的
に選択することが可能である。

3.2.　冷蔵庫における普及と可視化

　我が国初の電気冷蔵庫（以降，冷蔵庫と表記する）は，
1930年に芝浦製作所（現：株式会社東芝。以降，東芝と
表記する）が発売した21）。 1台の価格が720円であり，こ
れは小さな家を一軒建てられるほどの値段だったため，
上流階級や高級レストランのような限られた場所でしか
使用されなかった。加えて，1941年から始まる太平洋戦
争の物資不足や生産制限の影響により，一時生産が中止
していたと述べられている。1952年に一般家庭向けとし
て90リットルの小型冷蔵庫が販売されたが，まだ高額で
あった22）。そのため一般家庭に普及し始めるのは，1955
年ごろから始まる高度経済成長期によってであった23）。
1971年には， 2 人以上の世帯の93％が保有しており，
1975年以降ではほぼ全世帯が保有していると述べられて
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いる24）。1975年の東芝の主力機種において有効容量が159
リットルの冷蔵庫が約11万3,500円であり，都会の公立小
学校教員の初任給が約 8万円であった25）。このことから，
一般家庭でも購入するのは困難ではなくなったと考えら
れる。
　冷蔵庫は照明とは異なり，常に電気を使用している。
そのため，消費する電力量を抑える工夫が施されており，
容量が401リットルから450リットルの冷蔵庫の年間消費
電力は，2011年では 440 kWhから 500 kWhであったが，
2021年には 269 kWhまで減少している26）。その理由につ
いて，冷蔵庫の断熱材や自動省エネ技術などの進化があ
げられている。例えば，扉の開閉がない場合や室内が暗
くなった場合，冷蔵庫が消費電力を抑えて運転する eco

モードや省エネ運転などに自動で切り替わる機能がある。
このように自動で運転モードが変更されることから，
ユーザにそのことを伝えるために，扉部分に設置されて
いるディスプレイや表示パネルなどに「eco」の文字や省
エネ運転を意味するアイコンなどが点灯する。また，冷
蔵庫の適正温度は決まっているものの，ユーザが冷蔵庫
に設置されているつまみを「弱」や「強」などにあわせ
ることで，冷蔵庫の温度設定を変更することができる。
さらに，扉部分のディスプレイやコントロールパネルな
どで，冷蔵庫の温度の確認や変更のほかに，冷蔵室や冷
凍室などの部屋の用途変更も行える場合がある。冷蔵庫
は野菜室や製氷室など複数の部屋があり，様々な機能を
併用している。使用している機能をユーザに分かりやす
く伝えるため，オレンジや緑，白などの文字やアイコン，
ランプの点灯などが可視化に用いられている。
　スマート冷蔵庫や IoT冷蔵庫などと呼ばれる冷蔵庫も
ある。アプリをインストールすることにより，スマート
フォンの GPS （Global Positioning Systemの略称：全地
球測位システム） 機能を用いて，ユーザが自宅から離れ
ると自動で省エネ運転を行うことも可能である27）。さら
に，冷蔵庫に搭載されているカメラにより撮影された冷
蔵庫内の写真を閲覧することや，重量検知プレート上に
置いてある食材の重さを知ることもできる28）。これによ
り，買い物でユーザが食材を買い忘れることや同じ食材
の購入を防ぐといった食材管理が可能である。また，食
材の利用期限や 1週間の残量推移なども可視化されてい
るため，廃棄食材を減らすことに繋がる。加えて，電気
代も可視化されており，先月や前年同月との比較ができ
る。これらは，スマートフォンのディスプレイに表示さ
れる。そのため，ユーザに分かりやすいように文字やア
イコン，色付きのグラフなどで表現されている。加えて，
AIを搭載した冷蔵庫は，ユーザの好みや検索した料理な
どを学習し，購入した食材などからレシピの提案を行
う29）。料理の写真や食材などが冷蔵庫のディスプレイに
表示されるほか，スマートフォンからも情報を閲覧する
ことが可能である。

3.3.　エアコンにおける普及と可視化

　我が国では，1934年に初めて大阪金属工業株式会社
（現：ダイキン工業株式会社）が，低温度にして物を冷
却・冷凍させる冷凍機を製造した30,31）。1936年には電車
において冷房が使用され，商業施設などに広まり，1958
年には家庭向けのルームエアコン（以降，エアコンと表
記する）として普及しはじめた。1960年代にはまだ冷房
の機能のみであったが，1970年代には暖房や空気清浄機
などの機能も併せ持ったエアコンが販売され，一年中使
用できる家電製品となった。1970年代の三菱電機株式会
社におけるエアコンの価格は約15万円から約21万円で
あった32）。都会の公立小学校教員の初任給は1970年では
約 3万円だったものの，1979年には約10万円に上昇した。
これらのことからエアコンは高額であったものの，一般
家庭でも購入できるようになりはじめていったと考えら
れる。1969年におけるエアコン（クーラー専用を含む）
の保有率は5.4％と低かったが，1979年には40.6％までに
上昇している33）。2021年には 2人以上の世帯の92.2％に
普及した34）。
　エアコンの取付け位置は天井に近いところが多いため，
リモコンで操作することが一般的である。エアコンのリ
モコンも照明のリモコンと同様に小型の液晶画面がつい
ている。液晶画面には冷房や暖房，送風などの運転モー
ドや設定温度が文字や数字で表示されている。さらに上
下・左右の風向きや風量などが，アイコンや矢印，積み
上げグラフのような目盛りを用いて可視化されている。
加えて，電源のオン・オフの時間が設定できるタイマー
機能もある。冷房や暖房などの運転モードが複数ある場
合であっても，液晶画面上には黒の表示しか用いられな
い。これは，小さな画面において文字や数字などの視認
性を保つためだと考えられる。水温や気温など温度が関
係する表示では，ユーザが直感的に理解できるように温
度が低い場合は寒色，温度が高い場合は暖色が使用され
ることが多い。しかし，エアコンのリモコンでは電源を
つける際に，「冷房」や「暖房」などの運転モードが表記
されたボタンを選択するため，黒のみの表示で問題ない
と考えられる。また，エアコン本体にはリモコンが使用
できない場合や紛失した場合などに備えて，電源ボタン
が設置されている。その他にも，冷房や暖房，除湿など
の運転モード，本体の異常やエアコン内部の掃除時期を
通知するため，オレンジや緑などのアイコンやランプな
どを点灯や点滅させている。
　IoT技術を利用したエアコンでは，ほかの IoT家電と
同様にアプリを用いて外出先からの電源の確認ができ
る35,36）。さらに，スマートフォンを用いて暖房や冷房の
運転モードや設定温度，風向きなどを変更することが可
能である。エアコンに搭載されているセンサーによって，
人の動きを検知することで，離れて暮らす家族の無事を
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確認することもできる。さらに，室温が一定以上や以下
になった際には自動でエアコンが起動することやそのこ
とについての通知も行われる。また，一時間程度の外出
の際，エアコンの運転を続けた場合と一旦運転を停止し
た場合の電気代と室温の変化も予測できる。さらに，取
得した天気情報からAIが部屋の状況を予想し，室温の制
御も行われる。また，電気代は今月と先月，今年と去年
などの比較も可能である。これらは，スマートフォン上
で閲覧できるため文字や数字のほかにも，アイコンや色
付きのグラフなどを用いて可視化されている。

3.4.　住居への拡張

　IoT技術や AIを搭載している家電製品は，使用状況や
設置されている室内などの情報を，スマートフォンを通
じてユーザに提供している。加えて，インターネットを
介して居住地区に関連する天気情報などを入手している。
これらのことから，住んでいる地域の台風シーズンや雨
や雪などの天候不良の前後に，ユーザに外壁や雨どいな
どの点検整備を促す通知を行うことが可能だと考える。
このことより，住居の損傷の早期発見につながり，修理
の規模を小さくすることができると考察する。実現する
ためには，アプリやシステムなどの設定変更が必要なも
のの，天気情報の取得は調査した IoT家電製品などが既
に実施していることから，可能だと思われる。ユーザへ
の通知は，居住地区での風速や雨量などの予測や観測結
果を文字やアイコン，積み上げグラフなどで可視化する
と分かりやすいと考える。加えて，居住地区の被害予測
や実際の状況に合わせて，青から赤などの色で情報を表
現すると，より直感的になると思われる。天気情報には
温度や湿度が含まれており，エアコンは室内の温度や湿
度を測ることが可能である。湿度などはカビの発生や壁
紙が剥がれる原因の 1つである。そのため，一定以上の
湿度を観測した際，文字やアイコンなどで通知すること
や， 1週間の湿度の推移をグラフで可視化することによ
り，ユーザに注意を促すことができ，住居への被害を抑
えられると考える。実現するにはアプリやシステムの変
更が必要だが，情報の入手や可視化は既に行われている
方法を用いているため，可能だと思われる。また，家電
製品と壁の隙間は掃除がしにくく，カビやダニの発生源
になりやすい。そのため，冷蔵庫のカメラや元々カメラ
を使用している見守りカメラのような家電製品を用いて，
目が届きにくい場所や掃除をしにくい場所を確認するこ
とができれば，住居の寿命やユーザの健康が脅かされに
くくなると考えられる。実現するためには，カメラの画
角範囲や取り付け位置，システムの変更など課題が多い
と考える。しかし，冷蔵庫内の写真提供は既に行われて
いるため，難しくないと考える。
　一定期間ごとの点検整備や掃除の通知のみならば，家
電製品の本体に取り付けられているランプの点滅やリモ

コンの液晶画面の表示などでも対応が可能だと考えられ
る。しかし，外壁の点検整備の通知や天気情報など，本
来の家電製品の機能とは関連のない情報が多く可視化さ
れると，何の情報か分かりにくくユーザが混乱すること
が予測される。そのため，本論文ではスマートフォンか
ら閲覧することを前提に考察した。

4.　まとめと課題

　住居は自然から我々を守っている。そのため，外壁や
雨どいなどが雨や風，壁紙などが温度や湿度などによっ
て日々劣化していく。点検整備を疎かにすると，修理の
規模が大きくなる場合や住むことが困難になる場合があ
る。
　我々は，住居で快適に過ごすために家電製品を使用し
ている。現在は，IoT技術や AIを搭載した家電製品によ
り，使用状況や周囲の状況などをスマートフォンから確
認できる。このような方法で住居の現状や点検整備など
の情報も目にすることができれば，住居の安全性が高ま
り，安心して住み続けられると考えた。
　そのため，一般的な家電製品として，照明，冷蔵庫，
エアコンを選定し，国内における普及と可視化について
調査した。照明のスイッチやリモコンの液晶画面，家電
製品に取り付けられているオレンジや緑などのランプ，
表示パネルなどにおいて，使用状況や設定などの情報が
可視化されている。加えて，IoT技術や AIを用いた家電
製品は，スマートフォンを用いて外出先から操作ができ
る。また，照明ではフルカラーのディスプレイを利用し
た調光や調色，冷蔵庫では食材の重さや冷蔵庫内を撮影
した画像を使用した食材管理，エアコンでは天気情報を
用いた室温予測などが行われている。これらの情報の可
視化は，ユーザに伝わりやすいように文字や数字，アイ
コン，写真などが使用される。加えて，電気代や室温の
比較や，食材などの推移などはグラフを用いて可視化さ
れている。
　照明やエアコンなどが取得する天気情報を用いて，外
壁や壁紙などに対する点検整備の通知を行うことや，冷
蔵庫などのカメラを用いて目や掃除が行き届きにくい空
間の画像を，ユーザに提供することができると考察した。
天気情報から分かる湿度に注意を向けさせたいときはア
イコン，その推移を表現する際にはグラフ，雨量や風速
などは直感的にするため色つきの数字やアイコンなどを
用いて可視化すると良いと考えた。アプリやシステムの
変更などの課題はあるものの，これらの情報にユーザが
触れることで，住居の安全性や寿命がのびると考えられ
る。

要　　　　　約

　住居を快適にしているものに家電製品があげられる。
家電製品には IoT （Internet of Things） 技術を用いたもの
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やAI （Artificial Intelligence） を搭載しているものもある。
これらは，スマートフォンを通じて使用状況や電気代の
推移などを可視化している。住居は自然にさらされてお
り，日々劣化している。そのため，点検整備や修理を行
わなければ，大規模な工事を必要とする場合や住むこと
が困難になる場合がある。そのため，家電製品の可視化
を見るように，住居の情報も見ることができれば，安全
で安心な住居に長期間住めると考える。これらのことか
ら家電製品の可視化について調査し，考察を行う。
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Summary

Home appliances are one of the things that make living in a house comfortable. Some home appliances use IoT 

（Internet of Things） technology, and many of them are equipped with AI （Artificial Intelligence）. For example, these 
modern sciences can utilize smart phones to help visualize usage conditions or electricity bills. Dwellings are exposed 
to natural or artificial environments every day, and they deteriorate on a daily basis. Therefore, if those buildings are 
not inspected, maintained, and repaired properly, they may require large-scale repair work or become uninhabitable. 
The author believes that if we can see the information of dwellings through the visualization of household appliances, 
we can live in safe and secure dwellings for a long period of time. In this paper, the visualization of household appli-
ances is investigated, and recent research findings are explicated.


